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＜青明舎登録者様　情報交換＞
森田　清助様～自宅の絨毯が汚れたとの事で、3000円程で新しい物の購入を考えているとの事。10月から禁煙しており、体調不良は無いと話す。お兄様の訪問も受けており、米を届けてもらったとの事。友人との付き合いが減った事を訴えており、友人の自宅訪問も受けていないとの事。

清水　泰雅様～自宅訪問時に両親もそろって話を聞いている。先週は1日遅刻したがデイケアに自力で通所する事が出来たとの事。ご家族からは、自宅から出て自立した生活を送って欲しいと希望しているが、本人は自宅での生活を希望。本人の生活リズムの乱れについて、お父様が18：00～24：00まで睡眠を取った後テレビを観ているため、つられて生活リズムが乱れているのではないかとご家族から話しあり。就床前薬を23：00に服用し、起床時に頭がボーッとすると訴える為、服用時間を早めるよう説明している。

久保　清美様～昨日は、白銀の友人宅へ出掛けるとのことで青明舎の自宅訪問をキャンセルしている。自分で仕事を探して一般就労したいと希望あり。

細越　定生様～先週の外来受診を確認すると口調が強くなる事あり。ぼんやりとした様子、喫煙回数の多さ、易刺激性、会話時の言葉の遅れ(出難さ)がみられる。他にも、私物の置き場所がわからなくなることや、いつも参加しているプログラムといは違うプログラムに参加する事など、普段とは若干違う様子見られている。

其田　淑子様～先週整形受診し骨密度を測定。低値のため、激しい運動は避けるよう説明を受けたと報告あり、エアロビなどの運動プログラムに参加しないと訴えている。通所にて行っている運動は激しくない事を説明し、今後も継続して参加することに了承されている。

田中　一　様～16日の就床前薬を忘薬した事に今朝気が付いたと報告。16日は五戸の寺院に行った為疲れてしまい服用せずに眠ってしまったとの事。夜間の中途覚醒はあったが、睡眠は確保出来たと話される。グループホーム内ではアルカイダに関する発言が聞かれており、インフルエンザの予防接種が心配であるとの事。予防接種当日の予定を書いたメモを本人へ渡していく。

赤坂　順市様～入院後３ヶ月経過し、グループホームの請求が出来なくなる為、退院予定を担当医へ確認。現在の状態として疎通不良・自発性の低さ・服薬管理が出来ない等、グループホームでの生活困難が予想され、本人からも退院希望無い為、退院の予定は無いとのこと。10/15でグループホーム退所としている。

繁名　和恵様～9：30本人から電話にて、役所・銀行へ行く為遅刻すると連絡あり。11：00の再度連絡あり、頭痛があり鎮痛剤服用しても軽減しない為欠席すると話されている。

東山　昇　様～昨日青山荘での食事摂取を行っておらず、夜間には本人からの電話連絡を受けている。電話内容は不明。本日の様子には特に変わった様子無いが、継続して様子確認を行っていく。

我満奈津紀様～娘様が最近うみねこ学級にも行く事が出来ず、うみねこ学級の先生より中学校まではサポートする事が出来るが、高校になると支援できない為、“ユメ”を勧められたと報告。又、近いうちに本人・娘様に関る機関で集まり会議を行いたいと言われたとの事。会議の際にはお父様（祖父）も同席して欲しいと言われたとの事だが、お父様は娘様の障害について説明を受けても理解していない為、会議前に再度お父様へ娘様の障害について説明をして欲しいと希望あり。

　　　　　　　娘様については、諏訪クリニックから抗うつ剤が処方となってから日中起きている事が出来ず、最近は吐き気もあるとの事で、今朝は服用を拒否したと話す。拒薬時の対応について相談あり、諏訪クリニックへ連絡して確認してみるよう伝え、副作用もあるのならば早めに受診するよう説明している。又、娘様が本人の右前腕を噛む癖があるとの事で、対応方法について相談受けている。

＜連絡事項＞

· 昇格試験の実施日を知らせていない人は早急にSGMへ連絡。

· 10/20 13：00～消防の査察予定（対応：飯野）

· 金曜日に東北メディカル学院の学生2名の見学実習予定。

· 明日より青木紀子様、デイケア正式利用開始予定。

＜利用者様情報＞
下口　政子様～グループホームにて朝食摂取後に嘔吐したと報告。朝食はいつも通り摂取し、不調も無かったとの事。来所後も不調の訴えは聞かれず、昼食は全量摂取。摂取後の嘔吐は見られない。

田向　玲美様～今週から週2日（月・水）のデイケア利用とする事を報告される。先週自宅にて包丁で左第1指に5mm程の切傷を負い、その後伴創膏保護を行っていた所、左第1指・第1関節全体の表皮剥離に至ったと報告あり。原因として伴創膏を4日間交換せずに使用していたことを挙げている。創部は皮膚再生しており本人が所持しているデルモゾールG軟膏を塗布しているとの事。創部を開放しておく事、清潔保持するよう説明している。

五日市　公様～先週転倒時に殴打した左胸の痛みが強く、左腕の挙上困難見られ、着替え実施時には時間を要していると報告あり。関係機関へ情報提供行い、レントゲン検査や整形受診実施を検討している。

＜事例検討＞

淡路　智恵子様　統合失調症　デイケア利用開始後：11年4ヶ月　

検討内容　治療計画の評価・見直し

治療計画　生活環境や人間関係でストレスを感じる事がある為、不満や訴えを傾聴することでストレス軽減を図る。

評価
· 以前はヒステリーのように怒りっぽさがあったと話しているが、今は無いとの事。

· 挨拶しても無視している事あり、「たまにあるけど気にしないで、慣れた方がいい」とスタッフへ話しており、自分の態度を変えようとする様子は無い。

· ストレスに対しての発言は聞かれない。

· グループホーム内での本人の訴えに関する情報は聞かれない。

· 老後の自分の住居に対して不安の訴えあり。

· 他者が周りに支援してもらえる環境に甘えていながら不満を訴えている事に対して、「○○さんのようになりたくない」と不満を訴える事あり。

· 物忘れが多くなった事に不安を感じると話しており、脳機能の低下予防を自分なりに考え計算などを自宅で行っているとの事。

検討結果
· 治療計画継続し、本人の訴えの傾聴と同居者からの情報収集を行っていく。

＜外来情報＞

田向　玲美様～本人より、デイケアと自宅の用事を両立できない為デイケア退所したいと希望あり。担当医からは、両立は可能であると思われる為、週1～2日デイケアを利用するよう説明し、週2日の利用としている。週末に内服せずに出掛けたら具合が悪くなったが帰宅後に服用して落ち着いたと報告。手の震えが気にあると訴え、内服調整している。

番沢　政勝様～風邪症状訴え、風邪薬処方となっている。

